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541　　0ne　and　half　ventilation　rate同期法に

よる呼吸同期装置の開発について

　市川今朝登1，河合　寛2，手嶋泰明1，後藤政文1，

　岩崎尚弥1（猫協医大Rli，同第1内科2），岸村文雄，

　田口慎一（フクダME）佐伯真一，古谷義雄（東芝メ殉

　前26回総会において，PCG　I　II音1．5HR同期装置を

開発し，LV拡張期指標の精度向上について報告した

が，今回は，肺機能動態測定の精度と定量的解析を目的

として，simKr一ガス．99mTc－MAAでのマルチゲート法

の肺換気血流動態検査に，電子スパイロメータ装置使

用でのone　and　half　ventilation　rate（以下1．5VRと

略す）呼吸同期装置を開発した。従来方式での1．OVR

同期方式と，臨床的に精度及び再現性について比較し

た後に更に呼吸期指標を求め定量化を試みたので報告

いたします。方法結果　安静呼吸時肺換気血流検査に

おいて，今回開発した1．5VR同期装置方式と，従来か

らの1．OVR同期方式との精度の比較を目的として，同

一症例で各々方式による3～5回収集測定をおこなった

結果，FRC．　TVのVolume評価法での再現性精度にお

いて，1．5VR同期方式が優れていた。また臨床的評価

の定量化を目的しとして，正常3例．疾患7例につい

て，安静時マルチゲート収集を1．5VR同期方式のみで

収集解析測定をおこなった結果，呼吸期指標．TV・

FRC・Q／V・1／3Q／V等に有意な差を認めた。

542　　　体動補正装置の開発

　松山恒和，高橋重和，藤井圭一，横井孝司

　（島津製作所，医用技術部）

　ガンマカメラによる撮影では、撮影時間が数分から

数十分と長いため、呼吸等による体の動きが画像分M

能の劣化をひきおこしている．これに対してアナログ

方式による体動補正装置としてモーションコレクタが

あるが、コンピュータ側から補正条件の設定などがで

きないという欠点があった．

　今回、我々はコンピュータコントロールが可能なデ

ィジタル方式による体動補正装置を開発したので報告

する。

　本装置は、リアルタイムで画像重心を計算して、そ

の位置をイペント毎に補正する方式であるため、呼吸

以外の患者の不規則な動きでも補正をすることができ

るという特徴がある．また重心位置の初期設定が可能

である点、および常時、重心位置を読むことができる

ため、ECT撮影時に本装置を組合わせれば、ECT
分M能をあげることができる．ファントムでは優れた

分M能をしめすが、臨床ではその有効性があまり認め

ちれない最近接ECT撮影には特に有効である。

543　　回転平行多スリット型c・ded　APerture

　に関する基礎的及び臨床的検討

　村上康二1、桂井浩1、宇野公一1、有水昇1

　藤本肇2、瀬戸一彦3、　（千葉大学医学部放射線科1、

　山梨医科大学放射線科2、榛原総合病院放射線科3）

544
　　　デジタルカメラ装置の不均一性の特性

について

中村　豊　、山本　洋一（神奈川県立がんセン

ター　核医学科）

現在の核医学イメージングは、主に平行多孔型コリメ

ー ターとガンマカメラの組合せであるが、この撮像系

においては、解像力及び効率は主としてコリメーター

の特性に左右される。我々は撮像系の計数効率をあげ

撮像時間を短縮する方法としてのCoded　Apertureを

試作、かねてより実験を重ねてきた。今回は0．15“厚

のタングステン板（縦50■■，横200mm）を1．Omm，及び

0．75■■間隔で平行に並べ、それぞれ36ステップで

180度回転させ情報収集を行った。撮像時間は3．6

36，360，3600秒の4段階に分け、従来の平行多孔型コ

リメーターと比較した。その結果、計数効率はコリメ

ー ターの7～37倍，FWHMは8．9“～10．1“の値
がえられた。解像力は若干コリメーターに劣るものの、

収集時間が短い程コリメーターの画像に迫るため、実

験精度の向上により短時間の撮像ではCoded　Apertur

eは十分に臨床応用可能であるとおもわれた．

デジタルカメラ装置（GCA90B－W2）

はエネルギー及び直線性補正機能により、不均

一 性は士5％と改善している．我々はその性能

維持にっいて、NEMA法に準じ、長期間の測

定を行ない、その特性にっいて知見を得たので

報告する。測定の結果、均一性は経時的にほぼ

直線的に劣化し、CFOVにて性能表示値±5

％を超えるのは約11週であった。またその最

大値、最小値の座標は固定する場合が多い．

デジタルカメラ装置の性能維持には定期的な性

能測定とエネルギー及び直線性の校正が必要で

あり、PMT感度の長期安定化が望まれる．
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